
資格

必修 選択 1年 2年 3年 4年 教免福祉

１年次セミナー 演習 2 ○

人権教育 講義 2 ○

日本国憲法 講義 2 ○ ◎

心理学概論 講義 2 ○

日本語リテラシー 講義 2 ○

現代生活論 講義 2 ○

国際社会と日本 講義 2 ○

地球環境論 講義 2 ○

キャリアデザイン論 講義 1 ○

ボランティア論（教育系） 講義 1

ボランティア論（福祉系） 講義 1 ○ ○ ○ ○

インタ－ンシップ実習 実習 1 ○ ○ ○ ○

ボランティア実習 実習 1 ○ ○ ○ ○

情報リテラシーⅠ 演習 2 ○

情報リテラシーⅡ 演習 2 ○ ◎

情報リテラシーⅢ 演習 2 ○

調査と統計 講義 2 ○

英語Ⅰ 演習 1 ○

英語Ⅱ 演習 1 ○

英語Ⅲ 演習 1 ○ ◎

英語Ⅳ 演習 1 ○ ◎

英語資格認定Ⅰ 実習 1 ○ ○ ○ ○

英語資格認定Ⅱ 実習 2 ○ ○ ○ ○

ドイツ語Ⅰ 演習 1 ○

ドイツ語Ⅱ 演習 1 ○

韓国語Ⅰ 演習 1 ○

韓国語Ⅱ 演習 1 ○

中国語Ⅰ 演習 1 ○

中国語Ⅱ 演習 1 ○

留学生日本語Ⅰ 演習 1 ○

留学生日本語Ⅱ 演習 1 ○

レクリエーション概論 講義 2 ○

レクリエーション実技・実習 実習 2 ○

スポーツ健康講義 講義 1 ○ ◎

スポーツ健康実習 実習 1 ○ ◎

災害を知る 講義 2 ○ ○ ○ ○

災害に備える 演習 2 ○ ○ ○ ○

放送大学科目Ⅰ － － ○ ○ ○ ○

放送大学科目Ⅱ － － ○ ○ ○ ○

大学コンソーシアム岡山科目Ⅰ － － ○ ○ ○ ○

大学コンソーシアム岡山科目Ⅱ － － ○ ○ ○ ○

生活福祉論 講義 2 ○

住まいと福祉 講義 2 ○

福祉情報コミュニケーション 演習 2 ○

社会の変化と社会福祉Ⅰ 講義 2 ○

数学の基礎 講義 2 ○

【卒業要件】必修科目６単位、選択必修科目１０単位以上を含めた計３０単位以上を修得のこと。

【備考１】教員免許欄の◎印科目＝必修科目。

【備考２】レクリエーション実技・実習は現場実習(スタッフ参加・事業参加)を含む。

「防災士」関連科目

　この４科目の中から、２科目２単位
以上選択必修

　この１２科目の中から、２科目２単
位以上選択必修

　この４科目の中から、３科目６単位
以上選択必修

「外国人留学生選考」
合格者のみ履修可

通算して４単位まで卒業要件に含める
ことができる
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１．教養・基礎教育科目

授　業　科　目
授業
形態

単位数 配当学年

導入科目

未開講

連
科
目

防
災
関



必修 選択 1年 2年 3年 4年 教免福祉 福祉士

現代社会と福祉Ⅰ 講義 2 ○ ◎ ◎

現代社会と福祉Ⅱ 講義 2 ○ ◎ ◎
児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度Ⅰ 講義 2 ○ ◎ ◎
児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度Ⅱ 講義 2 ○ ▲ ◎

地域福祉の理論と方法Ⅰ 講義 2 ○ ▲ ◎

高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅰ 講義 2 ○ ◎ ◎

高齢者に対する支援と介護保険制度Ⅱ 講義 2 ○ ▲ ◎
障害者に対する支援と障害者自立支援制度Ⅰ 講義 2 ○ ◎ ◎
障害者に対する支援と障害者自立支援制度Ⅱ 講義 2 ○ ▲ ◎

介護概論 講義 2 ○ ◎

加齢の理解 講義 2 ○ ◎

障害の理解 講義 2 ○ ◎

中山間地福祉のまちづくり 講義 2 ○

NPO・ボランティア活動論 講義 2 ○

安全・安心のまちづくり 講義 2 ○

地域づくりと環境デザイン(演習) 演習 2 ○

地域づくりと住民参加(演習) 演習 2 ○

地域経済・地域財政からみたまちづくり 講義 2 ○

低所得者に対する支援と生活保護制度 講義 2 ○ ◎ ◎

地域福祉の理論と方法Ⅱ 講義 2 ○ ▲ ◎

社会福祉事業史 講義 2 ○

社会保障Ⅰ 講義 2 ○ ◎ ◎

社会保障Ⅱ 講義 2 ○ ◎ ◎

福祉行財政と福祉計画 講義 2 ○ ◎ ◎

相談援助の基盤と専門職Ⅰ 講義 2 ○ ◎ ◎

相談援助の基盤と専門職Ⅱ 講義 2 ○ ◎ ◎

相談援助の理論と方法Ⅰ 講義 4 ○ ▲ ◎

相談援助の理論と方法Ⅱ 講義 4 ○ ▲ ◎

社会調査の基礎 講義 2 ○ ▲ ◎

社会の変化と社会福祉Ⅱ 講義 2

福祉サービスの組織と経営 講義 2 ○ ▲ ◎

権利擁護と成年後見制度 講義 2 ○ ◎

就労支援サービス 講義 1 ○ ▲ ◎

更生保護制度 講義 1 ○ ◎

相談援助演習Ⅰ 演習 1 ○ ◎ ◎

相談援助演習Ⅱ 演習 1 ○ ◎ ◎

相談援助演習Ⅲ 演習 1 ○ ◎ ◎

相談援助演習Ⅳ 演習 1 ○ ◎ ◎

相談援助演習Ⅴ 演習 1 ○ ◎ ◎

社会福祉体験実習指導 演習 1 ○

社会福祉体験実習 実習 1 ○

相談援助実習指導 演習 3 ○ ◎ ◎

相談援助実習 実習 4 ○ ◎ ◎

介護実習 実習 1 ○ ◎

人体の構造と機能及び疾病 講義 2 ○ ◎

人体構造及び日常生活行動に関する理解 講義 2 ○ ◎

リハビリテーション論 講義 2 ○ ▲

心理学理論と心理的支援 講義 2 ○ ◎

社会理論と社会システム 講義 2 ○ ◎

医療ソーシャルワーク論 講義 2 ○

保健医療サービス 講義 2 ○ ◎

精神保健 講義 2 ○

家庭支援論 講義 2 ○

福祉情報論及び同演習 演習 2 ○ ▲

ウェブリテラシー演習 演習 2

福祉のまちづくり基礎演習 演習 2 ○

福祉のまちづくり論 講義 2 ○

未開講

授業
形態

　必修科目10単位を含め24単位以上
を修得のこと

資格
備　　　考

未開講

２．専門教育科目

単位数
区分 授　業　科　目

配当学年

　必修科目4単位を含め40単位以上
を修得のこと

専
門
基
幹
科
目

専
門
展
開
科
目



必修 選択 1年 2年 3年 4年 教免福祉 福祉士

衣生活論 講義 2

食生活論 講義 2

家庭経営学概論 講義 2 含　家庭経済学

保育及び家庭看護学 講義 2 含　保育実習

教育心理学 講義 1 ○ ◎

特別支援教育の理解 講義 1 ○ ◎

福祉デザイン(衣)論 講義 2 ○

福祉デザイン(衣)演習 演習 2 ○

情報のユニバーサルデザイン論 講義 2 ○

パソコン基礎演習 演習 2 ○

パソコン演習Ⅰ 演習 2 ○

パソコン演習Ⅱ 演習 2

パソコン実践演習 演習 2 ○

簿記会計学 講義 2 ○

特別演習Ⅰ 演習 2 ○

特別演習Ⅱ 演習 2 ○

特別演習Ⅲ 演習 1 ○

卒業研究 演習 4 ○

【備考】教員免許欄及び福祉士欄の◎印の科目は、必修科目。同じく△印の科目は選択必修科目、▲印は選択科目。

３．教職に関する科目

1年 2年 3年 4年

講義 2 ○

講義 2 ○

講義 2 ○

講義 2 ○

演習 4 ○

講義 2 ○

講義 2 ○

講義 2 ○

講義 2 ○

演習 2 ○

実習 1 ○

実習 2 ○

【備考】教員免許取得希望者は、この欄の全科目を修得すること。

未開講

備　　　考

【卒業要件】専門基幹科目24単位以上（必修科目10単位含む）、専門展開科目40単位以上（必修科目4単位含む）、卒業研究系3単位以
上（必修科目3単位を含む）及びその他の専門科目を含め、94単位以上修得すること。

配当学年

未開講

未開講

授業
形態

単位数
配当学年

備　　　　　　考

未開講

未開講

単位数 資格授業
形態

卒業
研究
系

区分

教職論

授業科目

教育相談

教育原理

教育経営論

教育課程論

福祉科教育法

そ
の
他
の
専
門
科
目

授　業　科　目

事前事後指導

教育実習

特別活動及び総合的な学習の時間の
指導法

教育方法・技術論

生徒・進路指導論

教職実践演習（高）


